












































































































































































































































































































97.7 99.4 99.8 ”｜州一肥一画｜脚



























































































































































































90.5 89.6 90.8 





44.2 44.5 78.3 75.8 ７１．７ 














































































































棒鋼（19mm） 1０．８ ２１０ －２．４ 
普通線材（5.5INIⅡ） 6.1 －４．８ 割一割一Ｍ
'１(］ 
形鋼（６x65IIull） 7.9 48.5 

































公販価格 Ｉ ｌｉ '二l1Iiililff
棒鋼（l9Ium） 49.0 50」 37.0 ３ＬＯ ０ 37.3 4ＬＯ 37.5 
普通線材（5.5Ｉｍｌｌ） 50.6 52.3 39.6 4２ ０ 4４ ０ 4１ ０ ０ ４１０ 0
形鋼（６x651lHn） 50.0 52.3 380 3３ ０ 4４ ０ 3８ ５ 4１ ０ 4９ ０
IU乳板（l211un） 58.0 6]､７ 4８０ 3７ ０ 5２ ０ 4６ ５ 4８ 0４８ ０ 
､０ 4６ ０ 5８ ０ 5４ ５ ６ ｜、 ０５０ 0 







30.0 4().０ 29.0 400 30.5４０．０ 31.0
０ 4０ ０ 4１ |〕 3６ 0 4１ ０ 3６ ５１４１ 0 
形鋼（６x65mIⅡ） 4１ ０ 3０ 0 '１０ 〕 3１ 一⑪ 4０ ０ 3０ ０ 4０ 0 30.5 
1以板（121Ⅱin） 4８ ０ 3５ 0 4８ I） 3,1 』、 4６ 0 3６ ０ 4６ 0 36.5 
熱延薄板 5５ ０ 4５ 0 5２ 〕 `1７ ０ ２ ’０ 0 5１ 0 5２ 0 




















































































































































1955 125 133 1,785 
1956 123 128 １ 778 
1957 120 127 ２ 156 
1958 123 129 ２ 278 
1959 ３ ９】１ 130 ２ 513 
1960 121 128 ９】 617 
1961 119 127 ２ 706 
1962 117 120 ２ 850 
1963 112 116 ２ 986 
1964 106 111 ３ 054 
1965 104 101 ３ ０９５ 
1966 100 101 ３ ﾙ1６ 
1967 9７ 9７ ３ ３ 
1968 9２ 9５ ３ 389 
1969 9０ 9４ ３ 382 
1970 8９ 9２ ３ 581 
1971 8７ 9１ ３ 656 
1972 8７ ９１ ３ 796 
1973 8５ 9０ ３ 901 
1974 8６ 8７ ３ 880 
’1960年
ニナ|:物産 9４ 359 
三菱商事 6０ 203 
ﾉLL紅 8７ 241 
I） 藤忠iWi事 ９】’０ 179 
Ｚ 宅産業 7３ 279 
|］ 友11H事 103 353 
|]商岩井 149 291 
ニチメン 3７ 132 
兼松江商 1３ 1４４ 
トーメン 267 
入丸産業 175 283 
大阪鋼材 180 306 
111鉄商事 189 
岡谷鋼機 128 264 









































































1959年 196()『1笹 1961年 1962年 1963年
建設補修 ６６ 6.5 ６．６ 6.7 6.4 
瀧業用機械 戸、 ７ ５ ５ ５ ３ ３ ８ ４ ６ 
電気機械 1７ 0 1４ ５ 1３ 『ｊ■ 1２ ８ 1４ ４ 
船舶製造修理 ７ ７ ７ ８ ６ ６ ７ ９ ８ 1 
自動車 2３ Ｐｂ 2４ 【０■□ 2７ ２ 2６ ８ 3３ －０ 
鉄道車両 １ ８ １ ０ I 0 ０ ７ ０ 
容器 ７ ７ ７ ８ ６ 戸ａ ５ ６ ５ 
次工程 ０ ７ ０ 【０口● ０ ６ ０ １ 
販売業者 2６ ５ `Ｉ 3０ ３ 3２ ８ 
その他 ２ ８ ９】 １ ９】 ２ ９】 １ １ 
内需計 100 ０ 100 ０ 100 ０ 100 ０１００ ０ 
1961〈|｛
1５．６ 
11 ８ ８ ６７ 
３ ６ ９】６２ 
【Ｉ 2７ ０４１ 
７ １ ７ ６ 
２ ６ 1 ９２ 
２ ５ ］ 庁！ １ 












０ ３ 0 １ ０ ２ 
















































































八幡製鉄 44.4 25.1 17.7 
富士製鉄 3３ ６ 1６ １ 1４ ４ 
日本鋼管 0 0 ４ １ ９ ５ 
Ⅱ|崎製鉄 ２ ３ 1６ ３ 1６ 0 
住友金属 ０ ０ ０ ０ ５ ３ 
神戸製鋼 0 0 ０ ０ ６ ５ 
















































1956年 57年 58年 59(|：６０ｲド 61flモ 62年 63年 64年 65年
八幡製鉄 69.7 67.2 ５ ０ 【ｌ』⑪ 55」４７．６ 42.9 38.8 35.0 3Ｌ８ 28.2 
篇三上製鉄 2４ ２ 2６ ７ 3４ ６ ６２９ １ 2７ ８ 2７ ｜、 2８ 0 2４ ０ 2５ ７ 
日本鋼管 0 0 ０ 0 ０ ０ ０ ５ ５ ６ 1０ ９１３ ８ ９】１ ９】 1３ ４ 1３ １ 
111崎製鉄 0 ０ ０ ０ ０ {〕 1５ １ 1６ ８ 1７ ４１６ ７ 1４ ８ 1８ ７ 1８ １ 
(t友金属 ０ 0 ０ 00 ０ 0 ０ ０ ０ 0 ０ 1 ９ ７ ４ ９ ６ ９ ７ 
６ １ ６ １７ ２ ０ 『００ 0 ９ 1 0 Ｉ ３ ２ ６ ？】 ５ ５ ２ 




















































































































































































































































1959年 1960年 1961年 1962年 1963年 1964年’1965年
中形形鋼 77.7 69.4 79.1 62.0 63.5 67.7 64.2 
中形棒鋼 7９ 0 6９ ９ 6３ ４ 5３ '１ 5４ 【Ｐ亙り 〆ＯｌＯ ２１５０ ９ 
小形様鋼 4４ ６ ＲＵ ｌｏ ５６０ ３５８ ９ 5３ ０ 5３ ３ ０ ’０ ７ 
厚中板 9７ ７ 9９ ５ 9９ ７ 9７ ６ 9７ ２ 9７ ６ 9７ ２ 
薄板 9９ ２ ７ 9８ ２ 9９ ３ 9９ ４ 9８ ７ 9５ ６ 
9７ ７ 9３ １ 9５ ６ 9５ ８ 9６ １１９６ ８ 9５ ４ 
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引され，この二つの取引別に，設定価格も分かれ
ていた''7゜例えば，６２年市況がドン底にあった時
に，規格厚板の公販価格は４万6,000円と定めら
れたのに対し，平電炉・単圧メーカーの無規格厚
板は３万円以下で取引された㈱。
しかし，無規格,1iiI,厚板の市中Iiili格と規格品l1jl板
の紐付価格が無関係に決められたわけではない。
むしろ，両製品の価:格は連携する形で決められた。
つまり，すべての厚板製品のベース価格は無規格
材の価格であった。すなわち，定額の規格料（＝
エキストラ＝超過料金＝割増料金）を加算したの
が規格材の価格であった。また，寸法上の精度，
化学成分，引張り強さ，降伏点，伸び率，衝撃値，
曲げ角度，内側半径など規格が商度になれば，原
料の選択や加工｣=の操作が難しくなる上，歩閉ま
り率も低下した。
そのため，厚板のベース価格である無規格,Iii11mi
格が変動すれば，同じ方向，なおかつ．ほぼ|iEilじ
幅で規格品価格も変動した。二れは、市場価格の
変動がストレートに紐付価格の変勅に影響したこ
とを現ｵﾌす。
ベ，鉄鋼メーカー，需要家，問屋の利害がより複
雑になり，紐付比率を引上げる誘引と．同比率を
引下げる誘引が混在していた。
他方．高度成長期における代表的な新製品群が
ストリップ・ミル関連の製品であり．この製品群
は当初の独占,Bi1,種から競争品種へと変化した。一
般的に，競争品種の場合は，市場取引が多く行わ
れるが，現実では，ストリップ・ミル製品のほと
んどが紐付で取引された。本来なら，市場取引さ
れるはずの領域が長期相対取引によって代替され
ていったのである。
次いでに，長期相対取引と市場取引のＩｉｌｉ格面の
関係については，長期相対取引の価格が市場取引
の変化の影響を強く受けた。こうした影郷は企業
間の利害対立を伴う競争によって増幅された。ま
た，市場価格が紐付価格に影騨を与えた現象が。
大手メーカーと'11小メーカーが競争関係にある品
種に集中したことから，公販制の限界が浮彫りに
なる。それに，厚板の事例では．無規格品の市場
1M格の変動が規格品の紐付価格に影響する現象も
みられた。
以上の分析を踏まえて，直ちに４つの今後の研
究課題が浮び上る。第１に，本稿では，主に供給
サイドを中心に鉄鋼の取引を分析したので，取引
のもう一つのlliIllである需要サイドについての分析
が行われなかった。本稿の限界であり，それゆえ，
鉄鋼の需要サイドから取引の実態を分析すること
は今後の研究課題になる。
第２に，第１の課題とも絡むが，企業間取引を
社会的分業の一環として捉える場合．この時期の
基礎素材としての鉄鋼の市場取引と長期相対取引
のljU係が当時の|]本の社会的分業においてもつ意
義は何かという大きな分析課題がある。
第３に，日本の色々な中間財の市場取引と長期
相対取引の関係を考える上で，鉄鋼の取引がどの
ような特殊性と一般性を持つかを検討することで
ある。
第４に，本稿の分析時期の後．例えば，1960年
代後半や第１次石油危機以降において，鉄鋼の市
場取引と長期相対取引の関係がどのように変容し
ていたかという研究課題もある。
5．むすび
高度成長期前半に，鉄鋼市場が急速に拡大する
中で，｜]本の鉄鋼メーカーは。長ＭＩＩ相対取引を拡
大した。しかし，市場取引も共存しており，この
部分が長期相対取引に強い影響を与えた。
市場取引による影響への一つの対応が58年より
スタートした公開販売制であった。公販制は．価
格の変化を抑制するなど，一定の機能を果たした
時期もあった。だが，６２年以降には，公販制が名
目化してしまって．全体的な鋼材価格が下落傾向
をたどる「数量の景気」の時代が続いた。
長期相対取引と市場取引の数f１１面の関連につい
ては，供給不足期，鉄鋼メーカーは，安定的，長
期的な関係を結んでいた大口需要家への供給を優
先する傾向を強めたため，紐付取り|の比率が_上昇
した。こうした好況期に，鉄鋼|M1屋は，投機性を
発揮できる市場取引の部分を増やす誘引が強く、
需要家と問屋の利害が衝突する而もあった。また．
問屋が市場取引を行うに際して，しばしば特約店
の系列化が活用された。不況期には，好況期に比 ｌ本稿で使われる長期相対取り|という概念は，経
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4８長期相対取引と市場取引の関係についての考察
済学の標準的な教科書で説明されるスポットi17場
との相違を表現したもので！主として原材料，部
，W,などの企業''1]の取引形態を指す（橋本寿剛『|］
本経済論』ミネルヴァ書房．1991年，130ページ)。
２橘本寿朗『戦後日本経済の成長構造一企業シス
テムと産業政策の分析』有斐閣，2001年，５４ペー
ジ：橋本寿朗編『日本企業システムの戦後史』東
京大学出版会，1996年．206ページ。
３岡本博公『現代鉄鋼企業の類型分析』ミネルヴァ
書房，1984年，137ページ.
Ｉ市中価格は．市場取引で形成される価格である
ので，以下，市ＦＩＩ価格と市場価格を混用する。
５もちろん,図ｌからも分かるように．筒腿成長
期に入って．鉄鋼価格の激しい上下変動が一気に
小さくなったわけではない。
６橘本寿朗，2001年，前掲轡；橋本寿朗編，Iiii掲
諜。ただ．鉄鋼の紐付取引の形成，洗練化の臓史
については，今後さらに実証的な解明が必要であ
る。なお，石井は．５０年代半ばまで．鉄鋼など基
礎素材の価格が激しく変動したが，それ以降，基
礎素材の取引をめぐって長期的な企業間関係が活
用された．という興味深い指摘をしている（石井
晋｢アパレル産業と消費社会-1950～1970年代の歴
史」『社会経済史学』第70巻第３号，2004年０１１，
４７ページ)。
７余国鉄鋼問屋組合『日本鉄鋼販売史』1958年．
281ページ。
８１]本鉄鋼連MII『鉄鋼界』1964t１２１２月号,７９ページ。
９こうした変動は，鉄鋼の市況への対応という面
が強い。その論理については後述する。
10111崎勉『戦後鉄鋼業論』鉄鋼新聞社，1968年，
422ページ。
１１戦後のかなりの期間．独占禁I上法の影響で鉄鋼
業におけるカルテルは認められなかったが．５４年
原料購入カルテルが認められた上，５８年４１１には，
八幡，富士。神戸．中山製鋼，大阪製鋼，（12余の６
社で．普通線材．線材製品の輪１１１カルテルが結成
され認められた（『住友金属工業最近十年史』１９６７
年，332～333ページ)。
ｌ２杉岡碩夫｢鉄鋼産業における嫌占体制」（｢１１村秀
一期・杉岡碩夫・竹中一雄『日本産業と寡占体制』
新評論。1966年，所収193ページ；八幡製鉄『炎
と共に－八幡製鉄株式会社史』］981年．543ページ．
１３建値制は．1911年，八幡製鉄所が先物協議会を
IjMいて，定jOI物，先物を宛H1す時に称した制度で
ある・こうした建値制は，第１次世界大戦ブーム
後と，戦時期や戦後統制期には廃止されるか．機
能停止されたが，その後，繰り返し復活する歴史
をたどった。
]４戦前には，戦後と建値設定方式が異なった。つ
まり，戦前には，鉄鋼の輸入依存度が高く，日本
の鉄鋼製品は’輸入品に対して十分な国際競争力
をもっていなかったので、建値の水準も輸入品に
追随して決定された。
１５公販品抓に薄板が加えられたのは59年10月２１日
の第17回公W|販売協議会においてであった。ただ
し，通産省が薄板メーカーに公販制への参加を要
望した当初．薄板市況がよくなかったこともあり．
薄板業者の意見がまとまらなかったとされる（『通
商産業政策史（第６巻)』，470ページ)。
１６飯田賢一・大橋周治・黒岩俊郎編，前掲書，560.
572ページ，560ページ。
１７『通商産業政策史（第６巻)』，464ページ。
１８飯田賢一・大柄周治・黒岩俊郎編，前掲書．５６４
ページ。
１９『通商産業政策史（第６巻)』，467ページ．
２０『通商産業政策史（第６巻)川467ページ。
２１飯田賢一・大lMi周治・撫岩俊郎編，前掲轡,565～
567ページ。
２２６０年７月以降，公販制は，好況カルテルから．
好況期にも不況期にもつねに必要な対応惜置がと
られるカルテルに改められた（飯田賢一・大橋周
治・黒岩俊郎編，前掲書，567ページ；『川崎製鉄
堂十五年史』，1976年，637ページ；『通商産業政策
史（第10巻)』，148～149ページＬ
２３川崎製鉄の社史にも，同様な状況を述べる記述
が見当たる。例えば，市況高臓時にはメーカーの
公表価格は，荷値抑制の役割を果たしてきたとい
う（『川崎製鉄二十五年史』，前掲書，625ページ)。
２４日本鉄鋼述盟『鉄鋼界」1961年５月号，１７ページ。
２５八幡製鉄、前掲書，544ページ。
２６鉄鋼需要の拡大期には，大手需要家が「高鉄価
問題」を提起するケースが多かった。
２７ニオLは，終戦後の統制期にも当てはまる。すな
わち，物資不足の中で，小l]需要家の基礎物資不
足がより深刻であって，これが統制期の闇市場の
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繁盛の一要因であった。
２８１r通商瀧業政策史（第６巻)』，448,482ページ“
2９日本鉄鋼連盟『戦後鉄鋼史』l959iIi、１９５．４８７
ページ：飯山賢一・大橋周治・黒岩俊郎編．ｉiii褐
ｉｔ}，558～559ページ；『通商廠業政策史（第６巻)』，
454～457ページ；『111崎製鉄三十五年史』，前掲11「，
801～802ページ；『川鉄商事25年の歩み』1980ｲﾄﾞ，
３７～38ページ；富｣:製鉄『炎と共に-1;｢てこ製鉄株
式会社史』1981年、561ページ二
３０篇士拠銚前掲iＩ１，１３９ページ；『１１;反金属]楽
ｌＩｌｉ近十年史」前掲郡．287ページ．
3］日本鉄鋼連盟『鉄鋼界』1982flﾖ８月号，４１ページ。
3２日本鉄鋼連盟『鉄鋼界』1964年１２１１号．８１ペー
ジ；同『鉄鋼界』］964年111-1号．５９ページ。この
jljは，戦1iiiの共同販売組合と異なる点でもある。
1927年から３１年にかけて漸次結成された品種別共
Ii1販売組合は，一千買収と－千販売で、出荷数欣
の調整と販売価格の峨守を定金に行ったとされる。
３３全国鉄鋼|ｌｌ１屋組合，前掲説282ページ。
３４『川崎製鉄二十五｛1:史小前掲書．634ページ。
３５６０年頃に、設備hli修用鋼材としてlil[も多く使わ
れる品種は厚板であり，その次が形鋼であった，
３６場合によっては，特定需要家の要望により大手
メーカー狐の無規格品厚板が紐付で出荷されるこ
ともあったという（隅谷三喜男編『鉄鋼業の経済
ＩM1論』ロ本評論社，1967年，121ページ)。
３７全国鉄鋼ＩＨＩ屋組合，前掲評，224～225ページ．
３８歳士製鉄．前掲評，530ページ：八幡製鉄．Iiil禍
ｉl；，547ページ；『I1111Iii製鋏弍１．n年史』，前掲T1１，
642ページ。
３９宮士が紐付で輪|(Iを行い，かつ．輪１１｣比率がllkl
定されたのは，６３ｲﾄﾞ頃からであるという（富ごI:製
鉄，前掲;l}，561ページ)。
４０南士製鉄、前掲11；．555ページ；llll崎勉，前掲１１ﾄﾞ．
1968年，355～356ページ。
４１『住友金屈工業蛾近十年史』1967年．284.291～
293ページ。なお，小形棒鋼の市場において，５７年
の生産企業数は48（I：より７iM11が嫡加している（今
）'二則義編『現代1]水産業講駆Ⅱ鉄鋼業付非鉄金１h$
鉱業』岩波11；店。1959年，231ページ）ことから惟
測されるように，既存の「Tlj場品」Tlj場における
蝿争も激しさを燗していたとみられる。
４２例えば．今井剛魂繍．前掲ilv，228～229ページ：
飯田慨…大橋l#il治・黒岩俊郎縞，前掲書．562ペー
ジ；Ｉ:岡一史mimi後日本鉄鋼業発展のダイナミズ
ム』｜]水経済評論社．2005年．９４ページ等を参照
されたい。
４３杉llill碩夫，１iii褐論文，９６～97ページ。
4４おそらく，これは，経済の高成長にもかかわら
ず．本稿の分析時期に鉄鋼価格が下落趨勢にあっ
た理１１１の一つであるように思われる１
４５八幟製鉄，前掲書，522ページ。
４６岡本博公，｜iii褐書，１４２ページ。
４７川崎勉．前ltj書，1968年．355,414ページ。各
社の販売組織の耀備・強化については．ｉｉ｢士製鉄．
前掲il「，139.517～518,530～531.553ページ：
八IMi製鉄，前掲書，50,117～118,541～542ペー
ジ；『住友余風]兵業最近十年史』，前掲書，172～
173.285～288ページ；『川崎製鉄二十五年史小前
掲習，112～113,157,638ページを参照されたい，
４８こ二での住友金属についての叙述は，『住友金属
工業般近十年史』前掲iW，284～285,294.296～
297.400ページに依拠している。
４９住友金属の社史には，ストリップ・ミル製品を
「市場,Ｍ｣．「市場品・新製品｣，「市場流通品Iili」な
どで炎現しているが．これは。本稿での競争品穂
という用語とIiiに意味とみて差し支えない。
５０『111崎製鉄二十五年史』，前掲「!「，635.639ペー
ジ；『111鉄商耶25年の歩み』．前掲書．162ページ。
5lここでの住友金属の１(例は『住友金属工業最近
十年IjuJ前掲Ｎｉ}，325～327ページを参照されたい。
５２５８(「～63年の平均で，小型棒鋼の約７割が丸鋼
であり．それに次ぐのが異形棒鋼であった（隅谷
三轡ﾘj編．前掲苔，287.292,298ページＬ
５３岡本博公，前掲書，158ページ。建設Ⅱ}鋼材の紐
付販売は「枠契約」と呼ばれる方式で行われるが．
このﾉｱ式では．建設業行によって四半期ごとに決
定される実際の購入数li(が，ilj況にそって，およ
び工''1の進捗畦合いに応じて変廻されることが多
い（lM171He博公，前掲謝，202～203ページ)。
５４岡ｲﾐ博公．iiii掲書，ル12ページ。
５５ｈm本寿朗．1991年，lil禍害，131～132ページ。
５６余llil鉄鋼問臘1組合，ｉｉｉ褐書，233ページ＝
５７例えば，戦時と戦後統制期に．鉄鋼の千ﾙﾄﾞ給計画
がまず鋼材全体のレペルで作成され，どの需要部
門に;INI当てるかはその次の課題であった点を想起
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５０長期相対取引と市場取引の関係についての考察
されたい。
５８「もし高値を承知でほしい人であれば，そこから
調達できるような，一つの安全弁みたいなものが
市中相場である」（日本鉄鋼連1111『鉄鋼界』1961年
５月号，１１ページ）といわれる。
５９隅谷三喜男編，1967年，５５，５８ページ。
６０以下，建値３社と称する時もある。
６１飯田賢一・大橋周治・黒岩俊郎編，前掲譜，５６０
ページ；『通商産業政策史（第６巻)Ｌ460～461ペー
ジ。なお，最終的には,５７年に統一した価格が設
定されることによって，長期的な価格安定を図ろ
うという通産省の柵想が実現した。
６２『通商産業政策史（第10巻)小149ページ。
６３ここでの叙述は，飯田賢一・大橋周治・無料俊
郎編．前掲書，560～562ページ；日本鉄鋼遮盟
職鋼界』1956年９月号，９ページを参照している。
６４『皿商産業政策史（第６巻)小466～467ページ`，
６５人為的な数戯調整，価格調鵜の必要性がより高
かった競争品種において，むしろ，公販参加の度
合いが低かった二とは，公販制が抱える大きな限
界をも示唆すると恩われる。ただ，建値制で，企
普通鋼鋼材のうち，アウトサイダーによって市中
価格で出荷される分の割合が30冊であったのに対
して，公販制の場合，同iMll合が約20％であるとい
われる。この点を露祝すれば，公販制は，述(iihlliリ
よりは強固な価格「管理」体制であったともい
える。
６６杉岡碩夫，前掲論文，９４～95ページ。
６７ＭＩ谷三喜男編，前掲書，115ページ。
６８『住友金属工業最近十年史｣前掲書,293ページ。
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